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CASBEE-ウェルネスオフィス（CASBEE-WO）開発の背景

背景１

不動産市場におけるESG投資の普及

背景２

リテンションの観点からの健康経営の必要性

背景３

知的生産性向上に向けた改革の必要性

ESG投資の高まりから、企業の保有する不動産の環境負荷の低減だけでなく、執務環境の改善、

知的生産性の向上、優秀な人材の確保等の観点から、オフィスワーカーの健康性や快適性等に

優れた不動産が求められている。

人材の流出を防ぎ、働き手を確保するためのリテンション施策（人材の維持・確保）の観点から、

従業員の健康管理と健康投資を進めるための不動産の必要が高まっている。

作業効率を高めるだけでなく、創造的な活動を活発にし、国際競争力を高めるための空間や仕

組みが求められるようになっている。

(参考) CASBEE-ウェルネスオフィス評価マニュアル(2019年版)
グリーン建築推進フォーラム月例セミナー「CASBEE-ウェルネスオフィスの評価方法と認証制度について」
（千葉大学林立也教授、2018年11月30日)
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ESG投資の国際的動向

2(出典) ESG不動産投資のあり方検討会中間とりまとめ(資料編)(国土交通省、2019年7月3日)
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国内におけるESG投資の広がり

3(出典) 日本経済新聞(電子版、2019年8月22日)
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不動産法人のベンチマーク調査 - GRESB
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• GRESB(Global Real Estate Sustainability Benchmark)は、PRIを主導した欧
州の主要年金基金のグループを中心に、2009年に設立。不動産企業・ファンドにおけるの
ESGに関するベンチマーク評価を毎年実施。

• 22兆ドル以上の運用資産を持つ100を超える機関投資家が、投資先の選定や投資先との
対話にGRESBのデータを活用しており、日本からも(株)日本政策投資銀行（DBJ）等が参
加している。

• 評価項目中には、グリーンビルディングに関する項目も含まれ
ており、LEEDやCASBEE等の認証取得も加点対象となって
いる。2019年調査から、ウェルネスに関する評価項目が正式に
導入された。

(出典) CSRデザイン環境投資顧問(株)HP
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WELL認証 - WELL Building StandardTM
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WELL認証は、空間のデザイン・構築・運用に「人間の健康」という視点を加え、より良い居住環
境の創造を目指した評価システムであり、公益企業である米国IWBI(International WELL 
Building Institute)から2014年に正式公開された。
「身体的、精神的、社会的に良好な状態＝ウェルビーイング」を重視したシステムであり、特に居
住者の身体に関わる評価ポイントについては、医学の見地から検証が加えられている。

出典：一般社団法人グリーンビルディングジャパン ウェブサイト
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労働生産性の向上

6

• WGBC（世界グリーンビルディング協議会）の報告では、オーストラリアでの事例
として、約3割の従業員がオフィス内が健康になったと感じ、欠勤率が5％下が
ると共に、80％が以前より社内のコラボレーションが向上したと回答

（出典）Building the Business Case: Health, Wellbeing and Productivity in Green Offices, WGBC, October 2016
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ESG投資の普及促進に向けた勉強会

(2017～2018年3月）

土地・建設産業局不動産市場整備課

CASBEEウェルネスオフィス

(出典) ESG投資の普及促進に向けた勉強会 最終とりまとめ(国土交通省、2018年3月28日)
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ESG投資の普及促進に向けた勉強会

(出典) ESG投資の普及促進に向けた勉強会 最終とりまとめ(国土交通省、2018年3月28日)
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ESG不動産投資のあり方検討会
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(2019年2月～、土地・建設産業局不動産市場整備課）

(出典) ESG不動産投資のあり方検討会 中間とりまとめ(国土交通省、2019年7月3日)
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健康経営優良法人認定制度
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大規模法人部門818法人、中小規模法人部門
2502法人が認定（令和元年8月1日現在）

(出典)健康経営優良法人認定制度 2020認証基準(大規模法人部門）(経済産業省)
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CASBEE-WOの評価項目
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評価要素 評価項目

1.1　レイアウトの柔軟性
1.2　知的生産性を高めるワークプレイス
1.3　内装計画
1.4　自席周辺の作業環境
1.5　広さ
1.6　外観デザイン
2.1　室内騒音レベル
2.2　吸音
3.1　自然光の導入
3.2　グレア対策
3.3　照度
4.1　空調方式及び個別制御性
4.2　室温制御
4.3　湿度制御
4.4　換気性能
5.1　オフィスからの眺望
5.2　室内の植栽・自然とのつながり
5.3　室外（敷地内）の植栽・自然とのつながり
5.4　トイレの充足性・機能性
5.5　給排水設備の設置自由度
5.6　リフレッシュスペース
5.7　食事のための空間
5.8　分煙対応、禁煙対応
6.1　運動促進・支援機能
6.2　階段の位置・アクセス表示
1.1　動線における出会いの場の創出
1.2　EV利用の快適性
1.3　バリアフリー法への対応
1.4　打ち合わせスペース

２．情報通信 2.1　高度情報通信インフラ

1.1　耐震性
1.2　災害時エネルギー供給
2.1　化学汚染物質
2.2　有害物質を含まない材料の使用
2.3　有害物質の既存不適 格対応

３．水質安全性 ３.1　水質安全性

４．セキュリティ ４.1　セキュリティ設備

1.1　維持管理に配慮した設計
1.2　維持管理機能の確保
1.3　維持保全計画
1.4　維持管理の状況
1.5　中⻑期保全計画の有無

２．満足度調査 2.1　満足度調査の定期的実施等

3.1　BCP（事業継続計画）の有無
3.2　消防訓練の実施
3.3　AEDの設置
1. メンタルヘルス対策、医療サービス
2, 社内情報共有インフラ
3. 健康増進プログラム

運営管理等

６．運動

１．移動空間・ コミュニケーショ ン

２．有害物質対策

１．維持管理計画

３．災害時対応

Qw5 プログラム

Qw4 運営管理

Qw3 安全性確保

Qw2 利便性向上

Qw1 健康性・快適性 １．空間・内装

２．音環境

３．光・視環境

４．熱・空気環境

５．リフレッシュ

基本性能

１．災害対応

大項目

各項目を加点評価

（100点満点）

S ★★★★★

80点以上

A ★★★★

65点以上

B+ ★★★

50点以上

B－ ★★

35点以上

C ★

35点未満

(参考) 
CASBEE-ウェルネスオフィス
評価マニュアル(2019年版)
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CASBEE-WOの評価対象
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① 新築時、竣工前の評価

• 設計上、運用計画上の取組み内容で評価する。
• 運用計画に関する項目の一部には、高評価を得るために実際の運用状況をエ
ビデンスとして求める項目もあり、計画内容だけでは高得点が難しい項目も
ある。

② 運用後の評価

• 建物仕様、及び運用中の維持管理等の状況によって評価する。

CASBEE-WOは、執務者や建物利用者が、健康で知的生産性を高めることがで
きるオフィスビルを評価するツールであるが、執務者の健康性、知的生産性を直
接に評価するのではなく、その実現を支援するハード・ソフト面での取り組みを評
価する。

評価対象： 新築、または運用中の既存事務所ビル

(出典) グリーン建築推進フォーラム月例セミナー「CASBEE-ウェルネスオフィスの評価方法と認証制度について」
（千葉大学林立也教授、2018年11月30日)
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CASBEEウェルネスオフィス評価認証制度

13(出典) 一般財団法人建築環境・省エネルギー機構HP
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認証制度の概要
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有効期間： 認証日より５年間

認証費用（先行認証の金額）：

申請建築物の規模 金額（税別）

延床面積2,000㎡未満 評価パターン1
評価パターン2,3

350,000円
500,000円

延床面積2,000㎡以上～
10,000㎡未満

評価パターン1
評価パターン2,3

500,000円
700,000円

延床面積10,000㎡以上 評価パターン1
評価パターン2,3

700,000円
900,000円

注）評価パターン2については、テナント数が3以下の場合の金額。3を超える場合には上記金額の3割増まで
の間でIBECが指定する額。

認証機関： （一財）建築環境・省エネルギー機構（IBEC)

申 請 者： 原則として申請対象建築物の建築主または所有者

認証タイプ：

2019年５月からCASBEE-WOの先行認証を受付開始し、現在審査中。同年秋から第２次受付

予定。

CASBEEウェルネスオフィス認証（タイプ1）
-CASBEE-WOによる認証

CASBEEスマートウェルネスオフィス認証（タイプ2）
-CASBEE-WOと、従来のCASBEE評価も実施している物件への認証

(出典) 一般財団法人建築環境・省エネルギー機構HP


